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広報 － おおず － ２００７ ７月号

○

お知らせ

　愛媛県および県内市町では、いつでもどこでもインターネットを使って簡単に申請・届出ができる共同

電子申請システム「えひめ電子自治体共同運営サービス」を、2006年６月から運用しています。今年は、

手続きもさらに増加し、県では約200種類、市町では約40種類の申請・届出が可能。より便利になったサー

ビスをぜひご利用ください。

■ただ今、キャンペーン実施中　「アンケートに答えると抽選で県内特産品が当たる！」

　「えひめ電子自治体共同運営サービス」をもっと多くの方に知っていただくとともに、内容をさらに充実させていくた

め、サイト上でアンケートを実施しています。このアンケートにお答えいただいた方の中から毎月抽選で４人（総計20人）
に、県内市町の特産品をプレゼント。ぜひご応募ください。

　○アンケート実施期間

　　７月１日㈰～ 11月30日㈮　〔５カ月間〕
　○対象者

　　愛媛県内にお住まいの方で、サービスに登録している方、または今回新たに登録していただける方

　　　※ご応募はお一人様毎月１回限り。

■ホームページアドレス

　【えひめ電子自治体共同運営サービス】

　　http://www.e-ehime.lg.jp/navigate/mu0/
　※検索サイトにて「えひめ電子自治体」で検索してください。

■問い合わせ先

　愛媛県企画情報部管理局情報政策課内

　　　愛媛県電子自治体推進協議会事務局　　☎089－912－2228
　市役所電算課電算係　　　　　　　　　　　☎24－2111（内線372）

　

火
災
に
よ
る
死
亡
の
要
因
は
、
逃

げ
遅
れ
が
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
５
割
が
65
歳

以
上
の
方
で
、
特
に
就
寝
中
に
集
中

し
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、煙
感
知
式
と
熱
感
知
式
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
煙
と
熱
に
反
応
し
、
警
報

ブ
ザ
ー
や
音
声
に
よ
っ
て
火
災
の
発

生
を
知
ら
せ
、
い
ち
早
い
避
難
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
実
際
に
ア
メ
リ
カ

で
は
普
及
が
進
み
、
火
災
に
よ
る
死

者
が
半
減
し
て
い
ま
す
。

消防法の改正により、

・新築の住宅　→　平成18年６月１日から
・既存の住宅　→　平成23年５月31日までに

設置が義務付けられました。

※悪質訪問販売に注意！

　消火器と同様、消防法改正を理由に各家庭を訪問し、

消防署から売りに来たと言って、高額な値段で住宅用

火災警報器を販売する業者が出てくることが予想され

ます。消防署が、消火器や警報器を販売することは一

切ありませんので、訪問販売には十分注意してくださ

い。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

いつでもどこでもネットで申請
手続きがさらに増加しました！
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○

お知らせ

○ 

ご
み
の
不
法
投
棄（
ポ

イ
捨
て
）
は
や
め
ま

し
ょ
う
！

　

公
園
や
河
川
敷
、
海
岸
、
人
目
に

つ
き
に
く
い
道
路
脇
な
ど
に
ご
み
の

不
法
投
棄
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
街
の
美
観

を
損
ね
る
と
と
も
に
生
活
環
境
を
悪

化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、不
法
投
棄
は
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違

反
を
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
心
掛
け
ひ
と
つ
で
す
の

で
、
ご
み
は
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
に
従

っ
て
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

ご
み
の
野
外
焼
却（
野

焼
き
）
は
や
め
ま
し

ょ
う
！

　

家
の
庭
先
や
畑
、
河
川
敷
な
ど
で

ご
み
の
野
外
焼
却
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。（
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
焼
却
、
地

面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
も
含
み
ま

す
。）

　

野
外
焼
却
は
、
煙
や
臭
い
で
近
隣

の
人
に
大
変
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
構
造
基
準
を

備
え
た
焼
却
炉
以
外
で
焼
却
を
行
う

と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
が
発
生
し
、
人
の
健
康
に
悪
影
響

を
与
え
る
恐
れ
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

野
外
焼
却
は
、「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
い
て
、

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違

反
を
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

家
庭
の
ご
み
は
、
き
ち
ん
と
分
別

し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
ま

し
ょ
う
。

 

（
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
焼
却
）

① 

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の

施
設
の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要

な
廃
棄
物
の
焼
却

【
例 　

河
川
管
理
の
た
め
に
伐
採
し

た
草
木
な
ど
の
焼
却
】

② 

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
、

そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対

策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な

廃
棄
物
の
焼
却

【
例 　

災
害
時
に
お
け
る
木
く
ず
な

ど
の
焼
却
】

③ 

風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

の
焼
却

【
例 　

ど
ん
と
焼
き
な
ど
の
地
域
行

事
に
お
け
る
門
松
、
し
め
縄
の

焼
却
】

④ 

農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し

て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

【
例 　

稲
わ
ら
、
枝
木
、
漁
網
に
付

着
し
た
海
産
物
の
焼
却
】

⑤ 

た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む

上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼

却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

【
例 　

落
ち
葉
焼
き
、
た
き
火
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
の
木
く

ず
な
ど
の
焼
却
。
但
し
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
、
ビ
ニ
ー
ル
類
、

紙
類
な
ど
の
焼
却
は
禁
止
】

※ 

「
軽
微
な
焼
却
」
と
は
、
煙
や
臭

い
等
が
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

程
度
の
少
量
の
焼
却
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

 

〈
注
意
事
項
〉

　

例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
野
外
焼
却

で
あ
っ
て
も
、
生
活
環
境
上
支
障
を

与
え
、
近
隣
か
ら
苦
情
の
あ
る
場
合

は
、改
善
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

大
洲
市
サ
ン
サ
ン
農
園
施
設

使
用
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

大
洲
市
で
は
、
市
内
の
法
人
・
団

体
を
対
象
に
、
大
洲
市
サ
ン
サ
ン
農

園
施
設
使
用
者
（
い
ち
ご
栽
培
）
の

募
集
を
し
ま
す
。

【
施
設
の
場
所
】
大
洲
市
河
辺
町
植

松
２
１
８
番
地
（
河
辺
支
所
よ
り
車

で
約
10
分
）

【
施
設
の
概
要
】

①
育
苗
ハ
ウ
ス
３
連
棟　

８
２
８
㎡

②
栽
培
ハ
ウ
ス
８
連
棟２

，
３
６
４
㎡

③
管
理
棟　

木
造
平
屋
建
て１

０
１
㎡

④
関
連
用
地 

１
，
３
０
０
㎡

【
使
用
料
】
年
額
50
万
円

【
受
付
期
間
】

　

７
月
２
日（
月
）〜
７
月
20
日（
金
）

※
募
集
申
し
込
み
が
複
数
と
な
っ
た

場
合
は
、
選
定
審
査
会
に
お
い
て
決

定
し
ま
す
。

【
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

河
辺
支
所
建
設
農
林
課

　

☎
39
２
５
５
０
（
直
通
）

【
採
用
予
定
人
数
】　

若
干
名

【
受
験
資
格
】

① 

日
本
国
籍
を
有
す
る
心
身
と
も
に

強
健
な
者

② 

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
大
学
、
短
期
大
学
ま

た
は
高
等
学
校
を
卒
業
も
し
く
は

平
成
20
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
者

③ 

採
用
後
は
、
大
洲
市
、
内
子
町
の

い
ず
れ
か
に
居
住
可
能
な
者

④ 

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
し

な
い
者
（
成
年
被
後
見
人
な
ど
）

【
受
付
期
間
】

　

７
月
９
日（
月
）か
ら
８
月
17
日

（
金
）ま
で
の
執
務
時
間
中
に
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
郵
送
に
よ
る
場
合

は
、
８
月
17
日（
金
）ま
で
に
必
着
。

【
そ
の
他
】

　

受
験
手
続
き
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
平
成
19
年
度

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防

吏
員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
消

防
本
部
総
務
課

　

☎
㉔
２
６
６
６
（
課
直
通
）

平
成
19
年
度

大
洲
地
区
広
域
消
防

事
務
組
合
消
防
吏
員
を

募
集
し
ま
す
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○

緊急情報の放送開始

６月１日から

緊急情報の放送を開始
～ケーブルネットワーク西瀬戸～

　

地
域
に
必
要
な
防
犯
や
災
害
情
報

な
ど
の
緊
急
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
住
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
文
字

放
送
シ
ス
テ
ム
が
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
西
瀬
戸
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
、
６
月
１
日（
金
）か
ら
運
用
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
西
瀬
戸
が
防
災
機
関
と
連
携
し

て
、
緊
急
情
報
が
発
生
し
た
場
合
、

24
時
間
３
６
５
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
速
報
と
し
て
字
幕
で

表
示
す
る
も
の
で
す
。

　

開
始
に
先
立
ち
、
５
月
29
日（
火
）

に
は
、
大
洲
市
、
内
子
町
、
大
洲
警

察
署
、
同
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
の

代
表
者
に
よ
る
「
安
全
・
安
心
情
報

等
提
供
協
定
調
印
式
」
が
あ
り
、
４

者
が
協
力
し
あ
い
緊
急
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
情
報
は
、

①
「
災
害
情
報
」「
避
難
勧
告
」「
防

犯
情
報
」「
不
審
者
情
報
」
な
ど
、

協
力
の
得
ら
れ
た
行
政
、
警
察
な
ど

か
ら
直
接
入
力
さ
れ
る
も
の

②
㈱
サ
テ
ラ
イ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
本
社

：

鳥

取
県
米
子
市
）
か
ら
提
供
さ
れ
る
地

震
速
報
な
ど
の
災
害
情
報
、
気
象
注

意
報
・
警
報

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
放
送
す
る
も
の
で
、
①
に

つ
い
て
は
愛
媛
県
内
で
は
初
め
て
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
警
察
が
直
接
入

▲協定書に署名、押印する各代表者

▲講演する松尾裕治室長

▲積み土のう工法について説明を受ける参加者ら

　

今
年
２
月
20
日
、
大
洲
市
内
全
域

で
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
６
月
１
日（
金
）、
大
洲

市
防
災
セ
ン
タ
ー
（
若
宮
）
で
、
記

念
の
講
演
会
と
水
防
工
法
学
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
洲
市
で
は
、
平
成
７
年
の
水
害

発
生
後
、
地
域
防
災
力
へ
の
関
心
が

高
ま
り
、
平
成
８
年
に
平
地
区
自
主

防
災
組
織
が
最
初
に
結
成
さ
れ
た
の

に
続
き
、
順
次
、
各
地
区
で
結
成
さ

れ
、
特
に
平
成
17
年
度
か
ら
は
取
り

組
み
を
強
化
し
、
消
防
と
連
携
し
な

が
ら
、
災
害
へ
の
備
え
の
大
切
さ
や

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を
訴
え
る

こ
と
で
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
内
で
33
の
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
地
域
防
災
力

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ス
タ

ー
ト
し
た
も
の
で
す
。

　

会
に
は
、
す
べ
て
の
自
主
防
災
組

織
か
ら
関
係
者
約
１
０
０
人
が
参
加

し
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

の
松
尾
裕
治
危
機
管
理
連
絡
室
長

が
、「
四
国
の
防
災
十
二
術
」
と
題

し
て
講
演
。
そ
の
中
で
松
尾
氏
は
、

近
い
将
来
起
こ
る
で
あ
ろ
う
東
南

海
・
南
海
地
震
に
つ
い
て
、
過
去
の

防
災
話
な
ど
を
四
国
各
地
か
ら

掘
り
起
こ
し
、
そ
の
教
訓
を
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
け
る
か

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

ま
し
た
。

　

講
演
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

水
防
工
法
学
習
で
は
、
消
防
署

員
か
ら
土
の
う
作
り
の
説
明
を

受
け
、
参
加
者
ら
は
実
際
に
ス

コ
ッ
プ
を
手
に
取
り
、
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
真
剣
に
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

力
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
放
送
画

面
に
反
映
さ
せ
る
方
法
は
、
全
国

で
初
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
大
洲
地
区
広
域

消
防
事
務
組
合
と
も
協
定
を
結

び
、
火
災
・
災
害
情
報
に
つ
い

て
も
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

同
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、

「
今
後
も
地
元
の
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
地
域
住
民
に
必
要
な

緊
急
情
報
を
提
供
す
る
体
制
を

強
化
し
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

地
域
防
災
力
の
向
上
に
向
け
て

自
主
防
災
組
織
１
０
０
％
結
成

記
念
講
演
会
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○

お知らせ

受　

付　

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
９
時

レ
ー
ス　

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
３
時

場　

所　

鹿
野
川
湖
漕
艇
場

内　

容 　

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
は
、
漕
ぎ
手
８
人
、
舵

取
り
１
人
、
伴
奏
１
人
の
計
10
人
で
チ
ー
ム

を
組
ん
で
、
往
復
４
５
０
ｍ
で
レ
ー
ス
を
行

い
、
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
す
。

　
　
　

 　

経
験
が
な
い
初
心
者
で
も
す
ぐ
に
参
加
で

き
る
や
さ
し
い
競
技
で
す
。

　
　
　

 　

一
般
部
門
と
女
性
部
門
が
あ
り
、
賞
金
の

ほ
か
、
豪
華
賞
品
や
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
の

で
、
地
域
、
職
場
、
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
な
ど

で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
　
　

参
加
料　

３
，
０
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
）

問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

肱
川
支
所
総
務
商
工
課
内

　
　
　

 

第
12
回
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局

　
　
　

☎
34
２
３
１
１

　

自
然
に
親
し
み
、
肱
川
の
す
ば
ら
し
さ
が
味
わ
え
る
こ
の

大
会
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

コ　

ー　

ス　

大
成
橋
〜
城
山
下　

15
・
３
㎞
（
５
区
間
）

参
加
資
格　

50
チ
ー
ム
程
度

　
　
　
　
　

 

監
督
１
人
（
選
手
兼
監
督
を
兼
ね
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。）
選
手
５
人
、
補
欠
２
人
ま
で

ク　

ラ　

ス　

 

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
の
３
ク
ラ
ス
・
レ
デ

ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
（
予
定
）

参　

加　

料　

１
，
５
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
）

申
込
受
付
期
限　

８
月
１
日（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　

大
洲
市
教
育
委
員
会
市
民
体
育
課
内

　
　
　
　
　

 
大
洲
市
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
３
４
（
直
通
）

　
　
　
　
　

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
７
７
４
２
）

さぁ、夏だ、
プールへ行こ

う！

平野運動公園
プール開き

７月１日㈰は正午から無料開放
開園期間　７月１日㈰～８月31日㈮

開園時間　午前９時30分～午後５時　

料　　金　 大人360円、中・高校生260円、小学生210円、

幼児（４歳以上）100円

連　絡　先　運動公園プール（平野）☎24－4704

50メートルプールや幼児プール、水しぶきを上げて滑
り降りるスライダープール、川のように流れる流水プ
ールなどいろいろあります。

第12回ドラゴンボート大会

ドラゴンボート大会

カヌーツーリング駅伝大会

参加チーム募集！

清流肱川の流れにのって

第17回大洲市カヌーツーリング駅伝大会
８月19日㈰　午前９時から

８月12日㈰　午前８時30分から


	表紙・介護保険料のお知らせ　他
	国民年金保険料の免除制度・宝くじ助成事業　他
	お知らせ・緊急情報の放送開始　他
	ながはま赤橋夏まつり・スポーツで地域おこしを　他
	うかい50周年記念式典・まちのわだい　他
	相談ごと案内・くらしの情報　他



